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河
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ヤ
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コ
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会 

 

二
月
十
七
日(

土)
、
中
京
区
の
京
都
ア
ス
ニ
ー
で
、 

「
京
都
洛
北
の
松
上
げ
行
事
と
広
河
原
ヤ
ッ
サ
コ
サ

イ
」
と
題
さ
れ
た
講
演
会
と
、
広
河
原
地
区
の
保
存
会

の
方
々
に
よ
る
「
ヤ
ッ
サ
コ
サ
イ
」
の
実
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ヤ
ッ
サ
コ
サ
イ
は
、
広
河
原
松
上
げ
の
後
の

踊
り
で
、
京
都
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

奇
し
く
も
、
こ
の
日
は
冬
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
花
形

で
あ
る
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
羽
生
選
手
が
金
メ
ダ

ル
を
か
け
て
臨
む
試
合
当
日
で
し
た
が
、
ヤ
ッ
サ
コ
サ

イ
を
見
た
い
と
い
う
観
客
で
ホ
ー
ル
は
満
員
と
な
り
、

そ
の
中
で
広
河
原
地
域
の
方
々
の
実
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
足
を
踏
み
鳴
ら
す
音
と
合
い
の
手
に
合
わ
せ
て

踊
る
姿
を
見
て
い
る
と
、
松
上
げ
の
時
の
火
の
粉
が
舞

う
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
し
た
。 

 

改
め
て
、
こ
の
地
域
に
は
素
晴
ら
し
い
文
化
が
残
っ

て
お
り
、
た
く
さ
ん
の
方
が
興
味
を
持
っ
て
い
る
事
に

誇
ら
し
く
感
じ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

  

           

お
知
ら
せ 

○
別
所
で
音
楽
ま
つ
り
開
催
予
定 

 

来
る
四
月
三
十
日(

月
・
祝
日)

、
別
所
自
治
振
興
会

員
を
中
心
と
し
た
実
行
委
員
会
に
よ
る
「
別
所 

春
の

音
楽
ま
つ
り
」
の
企
画
が
進
行
中
で
す
。 

 

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
に
は
花
背
小
中
学
校
の
ワ
ク
ワ

ク
バ
ン
ド(

有
志)

、
三
味
線
の
演
奏
、
フ
ォ
ー
ク
シ
ン

ガ
ー
の
演
奏
な
ど
を
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
新

た
な
取
り
組
み
で
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

●
日
に
ち
：
四
月
三
十
日(

月
・
祝
日)  

●
場
所 

：
宮
川
邸(

旧
吉
祥
山
宿) 

 

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
※
詳
し
く
は
後
日
チ

ラ
シ
を
発
行
し
ま
す
。 

 

○
三
月
十
一
日(

日)

に
別
所
で
『
チ
マ
キ
ザ
サ
の
つ
ど

い
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
次
号
に
て
お
届
け
し

ま
す
。 

 

ひ
と
こ
と 

京
都
市
文
化
市
民
局
地
域
自
治
推
進
室 

京
都
市
北
部
山
間
か
が
や
き
隊
左
京
区
担
当 
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春
の
よ
う
な
日
差
し
に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
も
う
大
雪

の
心
配
は
無
さ
そ
う
で
一
安
心
で
す
。
代
わ
り
に
花
粉
が
舞

う
季
節
に
な
り
、
私
も
鼻
が
辛
い
で
す
…
。
し
か
し
新
し
い

芽
が
吹
く
季
節
で
も
あ
る
の
で
、
お
い
し
い
山
菜
を
食
べ
て

過
ご
そ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
寒
暖
差
は
激
し
い
で
す
の
で
、

ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

 

１３ 

↓女性だけで行われる「ヤッサ踊り」。 

↓松上げを終えた男衆が合流。 

↓男女が合流し「ヤッサコサイ」となる。 

↓会場入り口には、模型やパネルが展示。 


